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北
陸中
臼
新
聞、
中日
文
化
セ
ン
タ

ー
共
催
「
中
日
サロ
ン」
十一
月
例
会

・
は、
十
九
日
午
前
十一
時
か
ら
金
沢
市

一武
蔵
町、
金
沢
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
十
八
階

τ
トッ
プ・
オ
ブ・
カ
ナ
ザ
ワ。
で、

市
国
問
題
の
第一
人
者
と
し
て
知
ら
れ

宮
中
嶋
嶺
雄
東
京
外
国
語
大
助
教
授
を

一百
え
て
聞
か
れ
た。

居間
氏
は
「
毛
沢

貢
死
後
の
中
国」
と
題
レ、
外
に
中
ソ

苅
立、
内
に
路
線
開
争
と
多
難
な
問
題

己
直
面
し
て
い
る
中
国の
現
状
と
今
後
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さに中国の現状つぶ

中嶋嶺雄氏が講演中 日
サロン

の
見
通
し
を一
時
間一二
十
分に
わ
たっ

て
論
演
し
た。

石
川
県
下
で
は
こ
と
し一
月、
日
中

友
好
同
県
青
年
代
表
団
が
初
訪
中
し
た

の
を
は
じ
め、
四
月
に
は
輪
島
市
か
ら

政
治、
経
済
界
代表
が
訪
中、
さ
ら
に

金
沢
市
で
も
来
春、
親
善
使
節
団
の
派

遣
を
準
備
し
始め
て
お
り
か
日
中
友
好

ム
l
ド6
は
高
ま
る一
方。
そ
れ
だ
け

に
中
国の
撃
国
鋒
新
俸
制と、
こ
れ
に

か
ら
む
江
青
女
史
ら
反
党
四
人
組
の
糾

弾
闘
争
の
動
向
を
中
心
に、
最
近の
中

国
情
勢
に
寄
せ
る
県
民の
関
心
は
深

い。
参
会
者
た
ち
は
中
嶋
氏
の
含
蓄
の

会
問一
ある
話に
熱
心
に
聴き
入っ
て
い
た。

例市一
中
嶋氏は
同
日初、羽田
空浴
を
た

明
市一
ち
午
前
九
時一一
平主
分
小
松
空
潜
に
着

川
市一
い
た。
同
十
時二十分
過
ぎ
金
沢
市
香

回
り一
林
坊二
丁
目、
中田
ビ
ル
に
森
勇
夫中

町
市一
日
新
聞
北
陸
本
社
代
季
語
ね
歓
談
し

沖
封一
た
あと
例
会に
臨九
弓
同
議
演
後
は

柑
一一
一
市
広
坂二
丁
目、
県
郷
土
資
料
館と
同

肪

一
市
山
科
町、
九
谷
焼
窯一元
宮
崎
光
星守」

百

一
ん
方（
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
陶
芸
講
師）

抱

一
を
そ
れ
ぞ
れ
見
学、
空
路
帰
京
す
る。
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